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2023年 5.5兆円（2019年から倍増）
2024年 6.85兆円
・
・
・

2035年 45.3兆円
• 従来のデジタル赤字：18兆円
• AI革命に伴う赤字：10兆円
• 貿易収支に組み込まれている隠れデジタル赤字：3.8兆円
• SDX（Software Defined Everything）化による新たな貿易収支側での支払い超過：13.5兆円

デジタル経済レポートから見える脳科学の可能性
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デジタル経済レポートから見える脳科学の可能性

AIスケーリング則

1. モデルサイズ（パラメータ数）

⇒表現力が高まり多様なタスクをこなす能力向上

2. データ量

⇒多くのパターンを学習し汎化性能向上

3. 計算リソース

⇒計算量（トレーニング時間）が多いほどモデルの性能向上

インターネット上にあるデータ（画像＋言語）はほぼ枯渇（飽和状態）

⇒AIのスケーリング則に陰り？？？

⇒新たな「価値のあるデータ」とは何か？ どこにあるのか？ どうやって作るのか？
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デジタル経済レポートから見える脳科学の可能性～AIスケーリング則から浮き彫りにされる課題
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AIスケーリング則

1. モデルサイズ（パラメータ数）

⇒表現力が高まり多様なタスクをこなす能力向上

※現在デジタル化されている情報は画像＋言語に限られた限定的情報

⇒デジタル化の流れの中で捨象されている多種多様な情報

≒人間の脳内の情報（暗黙知・無意識・感性情報）

2. データ量

⇒多くのパターンを学習し汎化性能向上

※数値化・言語化されていない情報はAI学習に利活用不可

⇒暗黙知・無意識・感性等に関する脳情報のデジタル化が重要

3. 計算リソース

⇒計算量（トレーニング時間）が多いほどモデルの性能向上

※効率的（省エネ型）コンピューティングパワーの必要性

⇒脳型AIの価値

⇒量子コンピュータ・量子計算科学の価値⇒新たな量子認知科学の出現

日本の製造業・研究機関で蓄積
されてきた研究開発力、製造力、
ノウハウ、実験データ等を基に
した脳関連情報のデジタル化

それらをベースにしたモデル化

日本の製造業・サービス産業に
おいて、一企業で収集・蓄積で
きるデータ量の限界（特に暗黙
知・無意識・感性等の脳・人間
関連）

日本の製造業・サービス産業が
利用できる計算リソースの限界
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デジタル経済レポートから見える脳科学の可能性～日本企業の勝ち筋

SDX （Software Defined Everything）の流れに乗れない日本企業の課題
• 縦割り社会・産業構造による限界
• 一企業で集められる情報量の限界
• 連携を阻む企業文化の限界

モノ・サービスで直接的に稼ぐのではなく、
データ・アプリケーション・ミドルウェア＋モノで稼ぐビジネス構造に転換

日本の製造業・サービス業や研究機関で蓄積してきた感性、技能等にかかわる研究・
開発力をベースにした脳・人間関連データ収集と、それを基にしたモデル化が「鍵」

新たなAIが開発されてからデータを集めるのでは遅い！
脳・人間関連データ収集のプラットフォーム構築が最重要！



デジタル経済レポートから見える脳科学の可能性～《参考》人間データにおけるスケーリング則～

脳活動から画像を解読するためのスケーリング法則

生成 AI による脳活動からの画像解読が神経記録の量と種類に応じて向上
脳波検査(EEG)、脳磁図(MEG)、高磁場機能磁気共鳴画像法(3T fMRI)、超高磁場(7T)fMRIの4種類の非侵襲的
デバイスからの画像デコードを体系的に比較
8つの公開データセット、84人のボランティア、498時間の脳記録、自然画像に対する230万の脳応答を含む、
これまでで最大のベンチマークでデコードモデルを評価
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デジタル経済レポートから見える脳科学の可能性～《参考》人間データにおけるスケーリング則～

脳波を用いた深層学習におけるスケーリング則を発見〜非侵襲Speech BMIの実用化に向けた活路へ〜
（2024.7.16）

出典：脳波を用いた深層学習におけるスケーリング則を発見〜非侵襲Speech BMIの実用化に向けた活路へ〜 | 株式会社アラヤ

10時間規模から100時間以上に拡大すると
精度が2.5％→48％に飛躍

https://www.araya.org/publications/news20240716/
https://www.araya.org/publications/news20240716/
https://www.araya.org/publications/news20240716/
https://www.araya.org/publications/news20240716/
https://www.araya.org/publications/news20240716/
https://www.araya.org/publications/news20240716/
https://www.araya.org/publications/news20240716/
https://www.araya.org/publications/news20240716/
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汎用人工知能（AGI：Artificial General Intelligence）への道

（注１）「生成AIを「既に活用している」「具体的な案件を推進中」「検討中」を選択した方にお伺いします。現在検討されている（あるいは既に導入されている）生成AI活用の取り組
みの期待効果として、当てはまるものを全てお答えください。」に対する回答結果。

（注２）各国における売上高500億円以上の企業・組織に所属する従業員（課長職以上）に対して実施したアンケート調査。
調査は、日本では2025年2月19日-25日に、米国・中国では2025年3月3日-18日に、ドイツでは2025年3月4日-18日に、英国では2025年3月8日-18日に実施。日
本では945名、米国では670名、中国では512名、ドイツでは103名、英国では412名が回答。

（出所）PwC「生成AIに関する実態調査2025 春 5カ国比較」（2025年6月23日公表）を基に作成。

生成AIの期待効果 回答数 日本：858名、米国：642名、中国：510名、英国：399名、ドイツ：100名

56％

53％

41％

32％

46％

43％

出典：NTTデータ経営研究所 特別顧問 新原 浩朗 2025 Innovative Seminar 基調講演「日本社会が直面する課題と解決の道筋」を基に改編



汎用人工知能（AGI：Artificial General Intelligence）への道
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出典：https://aaai.org/wp-content/uploads/2025/03/AAAI-2025-PresPanel-Report-FINAL.pdf

https://xenospectrum.com/is-it-difficult-to-achieve-agi-just-by-scaling-up-current-ai/

今年3月に公表された米国人工知能学会（AAAI）のレポートによれば、

数百人規模のアンケートを行なったAI専門家の76％が現在の機械学習

のパラダイムを単にスケールアップしていくだけでは「AGI＊」の実

現可能性はかなり低いと考えていると報告されている。

現在の特化型AIは大量のデータ（画像・文字情報）を様々なモデルを

活用し高速で解析し、平均的に適切な情報を出力するという点では

加速度的に進化しているが、感情・情動、個性等、ヒトの心に関す

る能力は持っていないと言われている。

＊AGIとは、一般的には、人間と同レベルのさまざまな知的作業を実行できる能力を有す
る汎用的なAIを意味する。



デジタルテクノロジーによって捨象されている世界を再現しスパイラルアップ

～変化に対応し脳が行なう意思決定の瞬間に何が起こっているのかを探求！～
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行動

行動 行動

脳情報ライブラリー

生理情報ライブラリー

心理情報ライブラリー

行動情報ライブラリー

人間情報
（脳内の）

“本能・経験・知識
データ

環境（身体内外）情報

センサーとIoT（空間等）/IoH（身

体等）を介して取得するあらゆる
情報（湿温度、気圧、照度、レイ

アウト、脈波、心拍、…）

意思決定

（行動の）
“結果”の
データ

行動情報

（身体内外）
“環境”の
データ

行動

変化を

認知
変化に
対応

脳のモデル化による
意思決定（行動）予測＝f（ｔ）（人間情報，環境情報，行動結果情報）

脳モデル化 （行動の）
“結果”の
データ

一般的な

ビッグデータ

重要なのは時間軸のインタラクティブな変化情報！！！
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応用脳科学コンソーシアム(CAN：Consortium for Applied Neuroscience)とは
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一般社団法人応用脳科学コンソーシアムは、脳科学、心理学、人工知能、行動科
学等、応用脳科学の最新の研究知見を基盤に「研究開発」、「人材育成」、「人材交
流及び社会啓発」に取り組むコンソーシアムです。

ヒトの意思決定、その結果としての行動に関わる脳、心理、生理、環境等の情報を
共同で取得、蓄積、産学連携で研究開発を行ない、その成果を広く、社会、 ビジネ
スに活用することを目指しています。

任意団体時代から10年間で蓄積した脳科学の産業応用に関する産学連携の枠
組みをさらに充実し、2020年度から、

①「脳科学とAIの融合による脳融合型AI」の研究開発

②応用脳科学関連の研究開発の促進

③応用脳科学関連の最新の知見獲得

を推進するため、異業種の民間企業と異分野の研究者が一堂に会し、応用脳科学
に関する知識の習得、具体的な研究開発を実践する場を創出し活動しています。

※CANにおける応用脳科学の定義は、脳に関する様々な研究成果や知見（行動・生理・心理を包含）を産業（医療・福祉・
教育を含む）に応用することを目的とし、脳に関する知見を中心に、神経科学、人工知能学、心理学、認知科学、行動科
学、社会学、経済学、工学、情報学、教育学、経営学（マーケティング、人材育成、組織論等）などの異なる研究分野を融
合して、出口として産業発展への貢献を目指す研究



応用脳科学コンソーシアムの歩み
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2008

2010

2013

2015

・応用脳科学コンソーシアム（CAN）発足（NTTデータ経営研究所の任意団体）
（16社（同年度末22社）でスタート：日本神経科学学会と連携）

・NEDO「脳科学の産業分野への展開に関する調査事業」受託

2017

・NICT/CiNetとの共同研究強化

2018

・総務省「インテリジェント化が加速する」ICTの未来像に関する研究会事務局運営

・文科省COI STREAM革新的イノベーション創出プログラムに生理学研究所とともに参画
（10年後を見通した革新的な研究開発課題解決に向け革新的なイノベーションを産学連携で実現するためのプログラム）

・数十社の業界を代表するリーディング企業と脳科学、心理
学、AI等の最先端研究に取り組む約100名の研究者が参加

40社以上の日本を代表する各産業分野のリーディング企業と
100名を超える脳科学、心理学、行動科学、AI等、人間に関する研究者が参加し、

日本における脳科学の産業応用に関する取組みを継続・拡大

2025
脳科学とAIの融合を推進し、

「社会実装に資する脳のモデル化」の実現に向け
応用研究活動を推進

2020
・社団法人化し、より中立的かつ研究開発力
を強化した新たな場として始動
（一般社団法人応用脳科学コンソーシアム）



《参考》CAN会員企業・団体一覧
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2025年11月28日現在（敬称略・休会含む、非公開企業を除く）
＊：脳モデル開発ユニット参加企業 ◆：２０２５年度入会

※各企業・団体の主な事業領域によって分類。 ※各事業領域内で50音順に表記しております。



応用脳科学コンソーシアムの活動基盤
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応用脳科学活動ユニット

脳モデル開発ユニット

① 応用脳科学R&D研究会

②応用脳科学アカデミー＆SIG*

③応用脳科学ネットワーク

応用脳科学研究に関連する情報をメルマガ、レポート等で提供、コンソーシアム活動の社

会への発信を促進する情報発信活動を行うプラットフォーム

＊SIG：Special Interest Group

特定の研究テーマについて、脳科学、心理学、人工知能等の最新の研究知見を活用した応
用脳科学研究をトライアル実施する研究開発のプラットフォーム

第一線で活躍されている脳科学、心理学、AI、行動科学等の研究者を講師として招聘し、
様ーな観点から人間と脳について学ぶ人材育成のプラットフォーム

研究開発資金を拠出した会員企業で構成され、共同で脳科学研究と人工知能研究を融合し
た脳融合型AIの本格的な産学連携型研究開発を行うユニット



2025年度応用脳科学コンソーシアムの活動スキーム
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応用脳科学アカデミー

スペシャルインタレストグループ（SIG）

応用脳科学R&D研究会

脳モデル開発ユニット

視触覚感性価値

視嗅覚感性価値

空間感性価値

コミュニケーション感性価値

脳から考えるDE＆I SIG
（継続）

Well-living for Well-being研究会（継続）

脳から考える創造性・共感研究会（継続）

手書き価値研究会（継続）

香り×人間情報DB研究会（継続）

計算論的脳・認知行動モデリングSIG（新規）

脳から考える偽・誤情報対策SIG
（新規）

ブレイン・プライシング戦略SIG
（新規）

神経オルガノイドSIG（新規）

自由エネルギー原理の産業応用 SIG（継続）

「日本的美」を脳から科学するSIG（新規）

受講登録人数が無制限のプレミアム会員企業

アカデミー受講登録システム開設者数Top10

アドバンスコース（4コース）：57講義

応用脳科学資格検定制度

ベーシックコース（3コース）：23講義

特別コース（1コース）：4講義

393

98

61

59

57

55

49

36

34

26

0 100 200 300 400 500

A社

B社

C社

D社

E社

F社

G社

H社

I社

J社

（名）

（2025/11/25時点）
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偽・誤情報が及ぼす社会経済活動への影響と脳科学的アプローチによる対策～

Ⓒ2025 一般社団法人応用脳科学コンソーシアム



2025年度応用脳科学コンソーシアムの活動スキーム
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応用脳科学アカデミー

スペシャルインタレストグループ（SIG）

応用脳科学R&D研究会

脳モデル開発ユニット

視触覚感性価値

視嗅覚感性価値

空間感性価値

コミュニケーション感性価値

脳から考えるDE＆I SIG
（継続）

Well-living for Well-being研究会（継続）

脳から考える創造性・共感研究会（継続）

手書き価値研究会（継続）

香り×人間情報DB研究会（継続）

計算論的脳・認知行動モデリングSIG（新規）

脳から考える偽・誤情報対策SIG
（新規）

ブレイン・プライシング戦略SIG
（新規）

神経オルガノイドSIG（新規）

自由エネルギー原理の産業応用 SIG（継続）

「日本的美」を脳から科学するSIG（新規）

アドバンスコース（4コース）：57講義

応用脳科学資格検定制度

ベーシックコース（3コース）：23講義

特別コース（1コース）：4講義

Ⓒ2025 一般社団法人応用脳科学コンソーシアム



21
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量子科学と脳科学の融合～AI時代ゆえに求められる新たな脳科学のスキーム
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R&D研究会の活動～現状と来期の予定 Well-living for Well-being（WLWB）研究会

100名×100日規模で“in the wild”(実環境)における簡易的な生理データだけでなく、数時間ごとの心理データや脳波データまで計測し、
それらのデータを統合的に解析することで個人差も考慮したwell-beingにつながる各種介入効果の詳細な検証ができる場を提供する。

アドバイザー研究者

国立精神・神経医療
研究センター

本田 学 先生

伊藤 正哉 先生

山下 祐一 先生

東京科学大学 高橋 英彦 先生

東京大学大学院 天野 薫 先生

神戸大学大学院 片岡 洋祐 先生

立命館大学 山岸 典子 先生

情報通信研究機構
NAWA Norberto

Eiji 先生
量子科学技術研究

開発機構 山田 真希子 先生

法政大学 木村 健太 先生

九州大学大学院 荒川 豊 先生

九州工業大学 井上 創造 先生

筑波大学 原田 悦子 先生

社会的健康戦略研究所 浅野 健一郎 先生

「計算論的精神医学」のアプローチ
や最新の機械学習の手法を用いた

時系列的な心理状態の推定

スマートフォンアプリを介した脳波(アルファ

波)、ウェアラブルデバイスによる心拍数
などを計測

各研究者監修のもと、「感謝感情
/行動」に対する介入などの効果検
証を実施

（参加企業が新たに追加可能）

実環境下でストレスやリラックス効

果を検証したい自社の製品
やサービスの評価検証が可能。
自社計測機器の評価なども同様
に可能。

ウェアラブルデバイスやスマートフォン

のセンサーデータや、専用セン
サーを利用した歩行データ、ス
マートフォンアプリを介した30分単

位の24時間行動内容デー
タも計測

約100項目の心理行
動特性データ/属性データと、

日常生活下での数時間ごと
の心理状態（快不快、や
る気、ストレスなど）を計測

行動特性・心理特性・
心身状態など自由に設定可能
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R&D研究会の活動～現状と来期の予定 Well-living for Well-being（WLWB）研究会

個別追加計測データ（例）

共通計測データ

心理特性、属性データ
• 属性アンケート
約20種類

• 心理特性質問紙
約30種類

心理状態データ
• 4回/日の「快、安心、
ストレス」などの主観
評価データ

• 就寝前後の睡眠関
連データ など

行動データ
• 30分単位の活動
内容の記録データ

• 30分単位の位置
情報

生理データ
• Fitbitでの心拍数な
どの計測データ

• JITTERによるアル
ファ波周波数

• 血圧、心拍変動、心
仕事量など

計測データ
• 歩行データ（シューズ/Android）
• 運転データ（アプリ/専用センサー）
• 食事/間食データ
• 認知課題データ
• 音声データ

介入データ
• 感謝日記

遺伝子データ
• 唾液採取による遺伝
子検査

• 疾患リスク165種、
体質235種など

2026年度は引き続き共通計測データと参加企業の要望に応じた個別追加計測データの計測を行い、
より産業応用につながるプラットフォームとなるよう、「介入要素の拡充」と「被験者の拡張」などを進める。

＜介入要素の拡充＞
• Well-being向上をめ

ざした介入手法の効
果検証（参加企業と
の連携）

• 行動変容を促す効果
的な情報フィードバック
方法の検証 など

＜被験者の拡張＞
• 検証内容に合わせた

属性や特性の絞り込
み

• 高齢者層などの拡充
など

＜研究での応用強化＞
• ムーンショットPJTや

AMED PJT、JST 
PJTでのデータ活用
（アドバイザー研究者
との連携）

• 本データを用いた論文
化や学会発表の促進

参加企業の要望に
合わせて適宜追加

2026年度のポイント
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R&D研究会の活動～現状と来期の予定 脳から考える創造性・共感研究会

発話頷き
(同意)

瞬き
(Attention)

時間

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
行
動
の
頻
度

トランスファーエントロピーによって
伝達される情報量/影響度を評価

興味、納得感、
違和感 集中状態、

緊張状態

チームの創造性

脳波データから推定

アドバイザー研究者

生理学研究所 北城 圭一 先生

横浜国立大学 岡嶋 克典 先生

東京大学 大黒 達也 先生

情報通信研究機構 井原 綾 先生

アラヤ 蓬田 幸人 先生

ベクスト 神田 良輝 先生

SandBox 小山 雄太郎 先生

など

≪背景≫
• テキストをベースとした生成系

AIが台頭する中で、言語化
できない情報（脳データや行

動データなど）の重要性が高
まっている。

• 一人ひとりの考えや感性を最
大限引き出すことで、コミュニ
ケーションの活性化や組織の創
造性の向上につながる。

≪目的≫
• 脳情報や行動情報を利用し、本

人も言語化できない心的表
象（違和感やアイデアなど）を
可視化/共有する。

• チームメンバーの反応や情報の
遷移をリアルタイムで解析し、
全員が納得している内容や改め
て議論すべき内容について可視
化する。
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R&D研究会の活動～現状と来期の予定 脳から考える創造性・共感研究会

プレゼン動画視聴による
基礎的な検証

実際の会議参加者
での応用検証

推定精度の向上

推定する心的表象の
拡張

Step1

ユースケースの検討
生成系AIとの連携方針 など

チームの創造性を高める方法論
の具体化 など

フィードバックに利用する
アプリケーションの開発

利用しやすい計測
デバイスの整備

など

など

Step2

フィードバック方法
の検討

チームの創造性との
関係の検証

脳情報の個人差
の検証

など

Step3 Step4

計測/評価プロトコル
の確立

～2025年度 2026年度

Leader

Follower

Follower

他の参加者に対し
強い影響力を与える

他者の話を傾聴

他者の話を
あまり聞いていない

2026年度は2025年度までの実験的な環境下での成果を踏まえて、より実践的なシチュエーションでのデータ計測と、創造性や
共感を高めるための生成AI技術との連携方法の検討を進める。

＜実践シーンへの拡張＞
• より自然な相互インタラクショ

ンや創造性が必要とされる
シーンでの検証

• コミュニケーションにおける役
割の違いや個人差の検証や
モデル化 など

＜生成AI技術との連携＞
• 計測結果の生成AIを介した

フィードバック
• 創造性や共感を高められる

エージェントAIの構築 など

2026年度のポイント
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R&D研究会の活動～現状と来期の予定 手書き価値研究会

手書き価値研究会では、学生に対する読み書きの実態調査を行い、その内容を公表した。
また、並行して手書きとキーボード入力でメモを取った場合の読解力等の差に関するMRI実験を実施中である。

調査実施概要：全国の学生1,062名を対象としたウェブアンケート
調査結果概要：
• 「書く」習慣：講義内容を全く記録しない学生が1割
• 「読む」習慣：本・新聞・雑誌（マンガやパンフレット等含む）を読まない学生が2割
• 読む・書く・読解力の相関：書く習慣がある人ほど読書時間が長く、読解力が高い傾向（右図）
➢ 日常的なメモ習慣や読書習慣が文章の読解力や論理的思考力に関係することが示された
➢ デジタル機器の普及に伴い手書きや読書の習慣が失われることによる読解力や思考力の低下が懸念
プレスリリースの反響：複数の全国紙やテレビ・ラジオ、ウェブメディア等で報道いただいた

研究目的：手書きまたはデジタルでメモを取った場合に想像力・理解力・創造性等に差が生じるのか、
また脳の活動に差が生じるのかについて、MRIを用いた実験・解析を実施中
検証内容：
• 同一内容を手書きまたはキーボード入力で記録した際の読解力等を比較
• 想像力や内容理解の深さ、創造的思考への影響
• 脳活動パターンの違い（fMRI計測）
期待される成果：感覚的・経験的に語られてきた「手書きの効果」に対する脳科学的エビデンスの提供
進捗状況：現在実験・解析中。論文化し来年度の結果公表を目指す

入力メディアによる読解力等の違いに関する神経科学的調査

学生の読み書き実態調査
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R&D研究会の活動～現状と来期の予定 手書き価値研究会

期待される効果
⚫社会的関心の喚起
➢手書きの価値に関する理解の深化・拡大
➢教育現場での手書き活動の活性化

⚫参画の輪の拡大
➢研究会参画企業以外の賛同企業・団体の発掘

⚫継続的な情報循環
➢散在していた情報・知見の集約
➢新たな実践や研究の促進

手書き価値共創
プラットフォーム

知識領域
（基本コンテンツ）

専門家の知見・研究成果・国内外事例

実践領域
（企業・団体の取り組み）

各社メッセージ・既存活動との連携

体験領域
（現場の声）

教育関係者・学生・保護者等の声

体験の共有と
フィードバック

各社活動の成果
共有・活用促進

研究成果の実用化・
現場課題の研究化

手書き価値研究会では、現在実施中の脳機能計測実験の論文化を行いつつ、次の展開を議論する。また、手
書き価値に関する社会的関心を高める取組みとして、手書き価値共創プラットフォームを構想しており、手
書きに関する専門家の知見・企業団体の取り組み・現場の声を中心としたサイトの立ち上げを検討している。



Contents

1.背景と最近の脳科学現状

2.CAN全体像（現状）

3.R&D研究会の活動～現状と来期の予定

• Well-living for Well-being（WLWB）研究会

• 脳から考える創造性・共感研究会

• 手書き価値研究会

4.SIGの活動～現状と来期の予定

• 神経オルガノイドSIG

• 計算論的脳・認知モデルSIG

• 量子科学と脳科学SIG

5.脳モデル開発ユニットの活動

6.まとめ
Ⓒ2025 一般社団法人応用脳科学コンソーシアム 33



Ⓒ2025 一般社団法人応用脳科学コンソーシアム 34

SIGの活動～現状と来期の予定 神経オルガノイドSIG

目標概要

対象

背景

神経オルガノイドの供給基盤構築と

需要創出を通じ、創薬・医療や基礎

研究を支えるプラットフォームの実現

を目指した議論を行う。

• 再生医療・創薬関係者

• 製薬企業、医療機器メーカー

• バイオ関連企業

• 次世代人工知能研究者など

• 神経オルガノイド研究は2010年代半ば

以降急速に成長し、全オルガノイド研究

の約2割を占めるまでに発展。

• 関連市場は欧米を中心に拡大する一

方、日本の基礎研究はiPS細胞技術や

脳部位の分化誘導で貢献。

• 精神・神経疾患の病態解明や創薬、次

世代人工知能への応用が期待される。

• 標準化された高品質な神経オルガノイ

ド供給基盤の構築が求められている。

今年度は神経オルガノイド供給

基盤の構築に向けた基礎固め

を行う。参画企業・研究者の認

識合わせ、基本計画の策定（最

先端技術のレビュー、課題の洗

い出し、研究開発ロードマップ

等に関する議論を行う。次年度

以降の研究会化を目指し、神経

オルガノイド供給基盤の将来的

な実現へ向けた第一歩を踏み

出す。

アドバイザー研究者

東京大学 池内 与志穂 先生

国立成育医療
研究センター

坂口 秀哉 先生
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SIGの活動の活動～現状と来期の予定 神経オルガノイドSIG

SIG内で議論を行い来期以降での研究会化を目指す。研究会は創薬・医療分野や基礎研究を下支えするプラッ
トフォームの構築を目的とし、神経オルガノイドの供給基盤構築と細胞・分子神経科学・計算論的神経科学
等の基礎研究や創薬・医療等の応用研究における需要創出を車の両輪として、その実現に向けた活動を行う。

基
盤
研
究

分
野
別
研
究

個
別
研
究

各疾患モデル

神経オルガノイド供給基盤(仮)
神経オルガノイドを安定・均一に作製できるプロトコルを確立し、

研究機関や企業の研究開発部門を中心に安定的な神経オルガノイドの作製・供給を行う

hESC/hiPSC

大脳皮質海馬 視床 小脳 …

• ヒト神経系の基礎研究
• 病理研究
• 計算論的研究
• 次世代インテリジェンス(「オルガノイド・インテ
リジェンス」)研究開発

基礎研究

• 薬効・毒性等の評価
• 予測精度向上
• コスト削減

• 個別化医療
• 副作用や治療抵抗性の予測と回避
• 治療法選択の迅速化

創薬・医療

毒性評価 医療応用 モデリング 病理研究
バイオコンピュー

ティング
… …
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SIGの活動～現状と来期の予定 計算論的脳・認知モデルSIG

脳モデリング

健常者 有病者

背景

✓ 「計算論的精神医学」研究という、精神障害を理解するために、情報処理システムである脳の計算原理を数理的に表した
モデルを用いる新しい研究分野がある。

✓ 欧米においては、昨今のAIを中心とした大規模情報技術の進化に伴ない、この分野の研究開発が加速している。

✓ この研究分野で使われているモデリング手法は、精神障害のみならず、一般人の脳活動、行動を理解するためにも有用で
ある（一般人の脳モデルができなければ精神疾患の疾病モデルはできない）。

• 保険・金融：
 リスク評価（契約者の行動特性分析、不正検知）、顧客の投資
判断・購買行動モデル

• マーケティング・広告：
 消費者の深層心理・購買意思決定プロセスの理解、パーソナライ
ズド広告・レコメンデーション、新商品・サービス開発

• 教育・学習支援：
 個別最適化された学習プログラム開発、学習効果の最大化、モチ
ベーション向上支援

• ヘルスケア・ウェルビーイング：
行動変容支援（禁煙、運動習慣など）、認知機能トレーニング、
ストレスマネジメント

認知行動プロセスの計算原理を数理的に表現したモデルを、
さまざまな産業分野において、実際にどのように応用していくこ
とができるかについて、具体的な応用アイデアを共創する。

ターゲットとなりうる産業分野・応用領域（例）
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SIGの活動～現状と来期の予定 計算論的脳・認知モデルSIG

①実データを用いたモデリング手法の実践
• 産業応用が期待されるモデリング手法について、実際に

応用が想定されるケースでの行動や心理データを計測
し、モデリング手法の検証を行う。

• WLWB研究会や他PJTで計測しているデータの活用も
検討を行う。

②消費者意思決定のモデリング
• 民間企業における共通的な関心テーマである消費者

の意思決定プロセスについて、特にどのようなモデリング
手法が有効となるか実証的に検証を行う。

• 社会的な課題となっているダークパターンなどへの応用
も対象として検討を進める。

③計算論を組み込んだ次世代AI
• ヒトの認知特性や行動特性をモデルとして組み込んだ

AIの構築可能性について検討を行う。
• 認知モデルとしては量子認知科学の知見などとの関係

についても整理を行う。

④行動変容への応用
• 認知や行動のメカニズムを理解するだけでなく、積極

的に認知や行動を変容させていくための具体的な手
法について検討を進める。

• 各企業における実データをもとに実証的に効果の検証
を行う。

これまでの議論も踏まえ、以下のような幾つかの具体的な展開可能性の中からテーマを選定し、実データでの検証や参加企業で
の実証などを進める。

アドバイザー研究者（2025年度）

国立精神神経医療センター（NCNP） 山下 祐一 先生

専修大学 国里 愛彦 先生

一橋大学 鈴木 真介 先生

一橋大学 遠山 朝子 先生

産業技術総合研究所 片平 健太郎 先生
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SIGの活動～現状と来期の予定 量子科学と脳科学の融合SIG（仮称）

量子科学と脳科学の融合
SIG（仮称）

事務局

応用脳科学コンソーシアム

参画研究者（仮）

量子科学研究者

参画企業業種（仮）

AI開発企業

AI・量子コンピュータ開発関連企業

ニューロテクノロジースタートアップ計算論的脳科学研究者

量子科学ユーザー企業

内閣府、文科省、経産省、…
AMED、JST、NEDO、…
脳科連、脳関連学会…

※その他、脳科学、AI関連の研究者、エンジ
ニア等を想定

量子科学と脳科学の融合可能性について、様々な角度から検討

・量子AIによる脳のモデル化の可能性検討

・古典的科学と量子科学の融合（ハイブリッド型コンピュータ）

・特に、各産業分野での利用用途、利用に際する課題、解決策等について検討

数学・数理科学研究者
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脳モデル開発ユニット～脳融合型AIの「鍵」となる脳情報データベースの構築～

ヒトのバックグランドデータ、知覚時の脳活動と刺激対象
（物理化学的特性）データを組み合わせて機械学習させ
ることで、ヒトの五感を定量化し、データベース化、モデル
化を実現

脳情報データベース

味覚物質
データ

匂い物質
データ

触刺激
対象の物性
データ

画像・空間
特徴量
データ

音特徴量
データ

物性情報データベース

脳融合型AIを
価値評価⇒価値探索⇒価値予測に活用

AI学習 脳融合型AI

⇒AIに実装（脳計測が不要になる）

言語
データ

コンピュータ
IoT AI ICT
楽しい 悲しい
正しい 間違い
Happy Sad

I have a pen
契約書 締結

視覚

嗅覚

味覚

触覚

聴覚

脳活動データ

被験者関連情報データベース

生理データ心理・行動
データ

デモグラフィック
データ
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脳モデル開発ユニット～今後の取り組み方針～

視触覚モデルB

視触覚モデルC

視触覚モデルD

視触覚モデルA

視嗅覚モデル

空間モデルA

空間モデルB

コミュニケーションモデル

各種
情動
ラベル

触覚

視覚

嗅覚

聴覚

言語

各種
情動
ラベル

各種
情動
ラベル

• 特徴的なプロファイルごとに個人差を反映したモデル
の構築(BRIDGEプログラムの成果を活用)

第1期

第2期の取り組み例

エンコードデコードモデル
（プロファイルA）

エンコードデコードモデル
（プロファイルB）

プロファイルA プロファイルB

• モーダルごとのモデルのアンサンブルによる既存データを
活用した仮想的な大規模モデルの構築や予測精度
の向上（未来社会創造事業の成果を活用）

• 刺激データからの感性価値予測だけでなく、導出したい感性価値から
必要な視覚、聴覚、嗅覚、触覚などの特徴を推定するモデルの構築

など

第1期で構築した視触覚や視嗅覚、空間、コミュニケーションのモデルを基に、第2期では、プロファイルごとの個人差を反映したモ
デルの構築や各モデルのアンサンブルによるモデルの拡張などを行い、実際のユースケースにおける応用可能性を高める。

低次感性 高次感性

モデル評価例
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↓「香りの機能拡張によるヒューメインな社会の実現」
• 研究開発代表者： 東原 和成 東京大学 教授
• 共同研究機関： 味の素株式会社, 株式会社NTTデータ経営研究所,

大阪大学, 東京大学医学部附属病院
• 目的： ヒトの嗅覚の仕組みに基づいて香りを設計・制御する技術と、香り

がヒトに及ぼす影響を評価する技術を開発し、香りの持つ機能の有効利
用を実現！

↑「脳情報を活かしたサイバー空間の感性評価技術の社会実装」
• 実施主体： 総務省
• 施策概要：

➢ 総務省にて従前より研究開発を実施してきた脳の状態を客観的に
評価できるAI・システムを高度化し、サイバー空間の評価等に適用
する。

➢ また、脳情報のプラットフォームを構築することにより、我が国における
サイバー空間の研究を促進する。

➢ さらに、それら技術の社会受容性向上に向けたELSIに関する取組
を推進する。

（参考）成果を活用する国のプログラム例

出典：https://www8.cao.go.jp/cstp/bridge/keikaku/r5-02_bridge_r7.pdf
出典：https://www.jst.go.jp/mirai/jp/uploads/saitaku2019/JPMJMI19D1_touhara.pdf
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デジタルテクノロジーによって捨象されている世界を再現しスパイラルアップ
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行動

行動 行動

脳情報ライブラリー

生理情報ライブラリー

心理情報ライブラリー

行動情報ライブラリー

人間情報
（脳内の）

“本能・経験・知識
データ

環境（身体内外）情報

センサーとIoT（空間等）/IoH（身

体等）を介して取得するあらゆる
情報（湿温度、気圧、照度、レイ

アウト、脈波、心拍、…）

意思決定

（行動の）
“結果”の
データ

行動情報

（身体内外）
“環境”の
データ

行動

変化を

認知
変化に
対応

脳のモデル化による
意思決定（行動）予測＝f（ｔ）（人間情報，環境情報，行動結果情報）

脳モデル化
（行動の）
“結果”の
データ

一般的な

ビッグデータ

重要なのは時間軸のインタラクティブな変化情報！！！

～変化に対応し脳が行なう意思決定の瞬間と、そこに至るプロセスで何が起こっているのかを探求！～
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ご清聴ありがとうございました。
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